
〔№　３９〕　調査対象者の回答をいくつかのカテゴリーに分類して，それらに対して一定
のコードを定め，個々の回答をその定めたコードで記号化する作業をコーディングとい
い，プリ・コーディングとアフター・コーディングに大別される。コーディングに関す
る次の記述のうち妥当なのはどれか。
１．プリ・コーディングは，調査対象者の自由な考えを引き出したいときに，主に自

由回答などの形式の質問で用いられることが多い。
２．プリ・コーディングは，回答が極めて多様であり，どのカテゴリーにあてはまる

のか，調査対象者が判断することが困難な場合に限定すべきである。
３．プリ・コーディングによって作られる選択肢は，調査対象者に混乱を与えないよ

うに，かつ，その後の分析に支障が出ることのないように，相互に排他的である
必要がある。

４．アフター・コーディングは，予備調査などが行われ，調査対象者の回答がある程
度予想可能な場合に適している。

５．アフター・コーディングは，調査対象者や調査員に対する負担が小さく，現地調
査後の作業も少なくてすむ。


